
 

 

 

研究課題名：「植込型補助人工心臓術後患者における自宅復帰過程の検討」に

関する情報公開 

 

１．研究の対象 

2014年 4月から 2017 年 7月に当院で植込型補助人工心臓（VAD）を装着し日常生活動作自

立で自宅復帰された方。 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

VAD 装着後の積極的なリハビリテーション介入は、早期に退院し、社会復帰するためには必

須です。自宅復帰までの過程で、歩行自立し、外出トレーニング、外泊トレーニングとい

ったプログラムを行います。一方、VAD装着後の集中治療室退室後から自宅復帰までの身体

機能と各プログラム達成までの日数や関連は明らかにされていません。本研究を実施する

ことで、今後の集中治療室退室後の各プログラム達成日数の目標を明らかにし、円滑な日

常生活復帰へ貢献することを目指します。 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

以下の診療情報を使用します。 

手術時の年齢、基礎疾患、既往歴、併存疾患、合併症、身長、体重、握力、下肢筋力、入

院・ICU 入室・ICU退室・座位・立位・歩行・外出・外泊・退院した日、運動負荷試験結果

等。 

 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

  466-8550  

愛知県名古屋市昭和区鶴舞町  

名古屋大学医学部附属病院 052-741-2111 

医療技術部 リハビリテーション部 服部慶子 

 

研究責任者： 

名古屋大学医学部附属病院 リハビリテーション部 小林聖典 


